
・アンケート配布時期：平成29年(2017年)9月

・回答率：６５．６％　[配布９月当時 会員数：９１３名　内、回答数：５９９名]

福島県作業療法士会　認知症支援に関するアンケート　結果報告

　回答者の担当領域は、医療が多い。

　　　　　　　　　　　(約67％)

　回答者の担当分野は、身体が多い。

　　　　　　　　　　　(約55％)

③認知症関連の支援の中で、報酬が発生する関りを行っていますか？

　　認知症関連で、報酬有の関りを行っている割合は、

　少ない。　　　(はい（有）：約２９％)

報告：地域保健福祉部

平成30年(2018年)3月
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③‐ⅰ報酬有の方、事業所・業務は何ですか？

③‐ⅱ報酬有の方、算定項目は、何ですか？

　

　　認知症関連の報酬有の事業所は、医療領域は少なく、介護領域が多い。

　　　（医療系：約２６％　／　介護系：約６５％　／　地域：約7％）

認知症関連の報酬有の算定項目も、医療領域は少なく、介護領域が多い。

　　　（介護領域の個別機能訓練が、約２６％で、一番多かった。）
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③-ⅰ報酬有：事業所

7 6
3

13

2

17

31

41

2

62

35

9 10

0

10

20

30

40

50

60

70

人
数

③-ⅱ報酬有：算定項目



③‐ⅲ　認知症関連の報酬の取り扱いは、どうなっていますか？

④報酬が無くても、認知症支援に何らか関わっていますか？

　所属事業所の業務が、約９２％

　　　　　委託の業務は、約７％

④‐ⅰ報酬が無くても関わっている方の領域・分野

　　　　報酬が無くても、認知症支援に関わっている方は、医療領域の方が、

　　　約７０％と多かった。
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③-ⅲ報酬有：業務取り扱い
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⑤認知症関連の資格等を取得していますか？

　

⑥認知症支援に関して、日頃より思っていることなどありましたら、ご記入ください。

　●多数意見を大きく３つに分けた。

　　　１．関わり方について

　　　　・BPSDの方への対応の難しさ。

　　　　・基礎的知識はあっても、実際の関わりが不十分。

　　　　　対応などの応用的な部分で、この対応が正しいのかなど、迷いながら対応している人も多い。

　　　　・なるべく対応が統一できるように多職種、他事業所間での申し送りなどを心掛けている。

　　　　・早期発見早期治療となっていても、医療機関へ結び付けるまでの難しさ。

　　　　　軽度の認知症の症状の人へ、早期受診を勧めることが難しい。

　　　　・検査もさほどしないまま、認知症と思われている方も多い。　　　　　　　　　　　　など

　　　２．研修会について

　　　　・応用的な学びの場（対応で困ることがあるので）もあるとありがたい、といった内容。

　　　　・加算関係での学びの場が欲しい。

　　　　・多職種連携の意味での研修の必要性。

　　　　・日常業務中は研修会（特に県や市主催）の参加が難しい。　　　　　　　　　　　　　など

　　　３．地域サービスについて

　　　　・地域サービスはどのようなものが展開されているのか分かるようだとありがたい。

　　　　・他の関連機関へのつなげ方。

　　　　・地域での関わり方について自分たちはどのように伝えていくべきか。

　　　　・認知症の理解を、多職種・家族・地域の方々へも深められる機会があると良い。

　　　　（連携のために共通の理解が必要。生活しやすい地域を目指すため、など。）　　　　　など

　・資格の取得は、「持っていない」が多く、約６３％

　・一番多く持っている資格は、認知症サポーター：約２３％

　・次に、キャラバンメイト、約４％

　　　　　実践者研修修了者：約３％

　　　　　認知症ケア専門士：約２％

　　　　　認知症ライフパートナー(1・2・3級含)：約1.5％
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